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6 年 
生96人が 

それぞれ独 

自のパフオー 

マンス入場で始 

まった 「お別れ集 

会」が、 3月3日体育 

館でありました。 

まず、 

1 年生 

から6 年 

生へ手作り花 

のプレゼントを 

渡し、学年ごとに 

6 年生ノ＼心のこもっ 

たお別れの言葉や手話を交えた歌・楽器の演奏を 

し集会を盛り上げ、その後6年生全員と先生一緒に、 

歌声が在校生の心にいつ 

までも残るようにと、 

元気よく歌いました。 

最後に、ローソクに灯 

をともし、優しさと友 

情の炎を後輩に託しつ 

つ、在校生、先生、保 

護者の見守る中なごや 

かな雰囲気で退場しま 

した。 

お別れ集会終了後、 

10年以上の間、寒い日も暑い日も校庭や花壇の草取りを 

してくれた、11人のおばちゃんを招いて 「感謝の会」 

が行なわれ、 5 年生から感謝状とお礼の手紙が渡され 

ました。「ほんとうに、長い間ありがとうございました。 

これからは、僕たち私たちが金田小学校をきれいにして 

いきます。」との代表者の力強い宣言でした。 

n をかたく結んだ表情に、緊張と決意が表われている6年生の卒業式が、 3月17日体 

l~育館でありました。 

卒業生96人の、親へのメ 

ッセージが大型スクリーン 

に映し出される中、校長 

先生より一人ひとりに 

卒業証書が手渡さ 

れ、「卒業生の内 

7 人が別の中 

学校へ進学 

しますが、 

同 級 

生・仲間として助け合っていって欲しい。」と、また『 ‘‘はばた 

け21世紀／\'’をテーマにし、卒業記念壁画に「宇宙」を制作 

したように、夢の実現へがんばって下さい。』と話されまし 

別れのことばで 

は、小学校の 

思い出や 

夢が 

は 

ばたい 

ていくこと、 

伝統を在校生が引き継いでい 

くことを、在校生との呼び 

かけにした、立派な卒業 

式でした。 

炎 

し、ち 

) 

nne for all All for one（ひとりはみんなのために みんなはひとりのために）をスロ 

、ンーガンに、表現力と感性を培い、大きく花を咲かせた3年生が、 3月15日中学校を卒 

業しました。 

校長先生より一人ひとりに卒業証書が手渡され、卒業は出発です 

と、激励の言葉が送られました。 

3年生最後の授業は、仰げば尊しの合唱で始まり、 3年間 

の心のアルバムを開くように、全員で呼びかけにし、卒業 

生はもとより在校生・先生・保護者も涙、ナミダではん 

かちが手放せない感動的な式でした。 

『くちびるに歌をもて』 

『心に愛をもて』いつまで 

も 忘 れ な い よ う 

に・ 

ルの高さを実感 

しました。圧巻はくす玉割り、 3 年生代表がひもを 

引くと、ひもだけ取れるハプニングに爆笑、バスケツ 

トボールを当てて割れると拍手喝采でした。 

3年生が頑張っている姿を後輩たちが引き継いで、さら 

にすばらしい金田中学校を築いていって欲しいと思います。 

合唱コンク 

ールでの自 

分たちの 

歌が流 

れ る 
で 

行な 

われま 

した。3 

年生109人 

を含め全学年 

がそろう最後の 

集会で、〇×クイ 

ズや3年生担任によ 

る歌のプレゼント、全 

校生徒によるフォークダ 

,や舞 -  i-「’ Pr,. 
し い 

r I I ‘一I 、 、 ノr、n＋口口41 、m ・一、 

レてノレーンョノUル可直］をコ回（ー 

しました。 

3 年生は「ハレルヤ」を 

原語で高らかに歌いあげ、 

すばらしいハーモ二ーにレべ 

公 
一~ 

ユIー 
中 

巨］ 

校入試前の― 

時を、楽しく思 

い出に残るように 

と、 3月7日「3年 

生を送る会」が体育館 

つ軍維 

ちゃった 

0 



雄 

田川市美術館開館以来、田川市郡の児童・生徒の創作意欲を高め 

地方文化向上のー助とする目的で、毎年開催され、今回で9回目 

を迎える「田川の子どもたちによる絵画展」で、小学校高学年 

(5 1 6 年生）の応募数228点の中から、小学校6年生の福島 

勇二君の絵がみごと金賞に選ばれました。 

表紙の絵が受賞作「龍と鯉」で、唐津くんちの山車を題材 

に水彩による点描という描き方で、絵とは思えないくらい実に 

細かな描写で、完成まで2 カ月くらいかかりました。福島君の 

クラスでは、運動会が終わってから制作を始め、仕上がった全作 

品をクラスで投票し、上位3作品を出品したものです。 

す っ げ ～ 金 賞 受 賞 ～ 

福島君は「唐津くんちがかっこよかったので、 

題材に選んだ。去年は入選だったので、今年金 

賞を受賞できとてもうれしかった。美術館に来 
’、 

皿、、 1 171／ノ4っナー I ナーナ,-J式 にごノ ハf Z、／へ六fT17八っ十IギI,I I 、 
,、に ， し 、、4 しIL ノ＼1、ーてフLJ’、 d - U ノホ云Uノ日II し りk 」、つレし1 

難鳶熱と言っているのが られし分った0 今lまーィラ 

鱗需覇Di 裏ミに tOは趣味で描いて 
，爵護議 ーナっ+\A土いスI、スか 曹鷺護畿 これからもいろいろな 

- ii’さJー’’絵を描いて、みんな 

を楽しませてくれることを期待していますよ。 

勇二君。 

また、裏表紙の絵は、同じ絵画展で銅賞を受賞した、小学 

校5年生の犬塚静香さんの作品「アコーディオンをひく友達」 

です。 

2月20日に実施しました献血 ~ 

ご協力ありがとうございま ~メ、 

した。 ， 

受付者数 1 1 8人 

200ml献血 1 0人 400ml献血 72人 

不採血者 36人 

今後とも献血にご協力お願い申し上げます。 

金田町役場 福祉課 

つ 1 

冷たい北風の吹く中、金田町子ども会サッ力一大会が2月25日、多目的グランドでありました。 

参加者70人を、小学校低学年・高学年と女子中学生・男子中学生、それぞれ2チームづつの6チ 

ームに分け各2試合を行ないました。 当日はと 

ても寒く、親たちは火を焚き身体をあたためなが 

ら、声援を送っていました。 

低学年では、ボールが転がるたびに追いかけて 

いき、だんご状態で試合をしていました。高学年 

では、ある程度ポジションは決まっているものの、 

ボールが自分のところに来るまで動けないようで 

した。さすが中学生ともなると、ボールさばきや 

身のこなしが俊敏になり、ドリブルで突破する姿 

も見られました。 走 れ ～ 
L 

2 月21日、金田小学校5年生の1クラスが 

青葉会の指導で、マリーゴールドの苗付け作 

業を体験しました。苗をポットの中に入れ、 

周りに土を入れ押さえる作業でしたが、普段 

家では土を扱うことがないため、楽しいと言 

って、2,000 

鉢作りました。、 

6 年生になる 

頃花が咲くの 

で学校に植え、 

新1年生をマ 

J リーゴールド 

の花で迎えた 

いと、がんば 

りました。 

ト 

イ 4年生のお礼状 × 

青葉会のみなさんへ 

今日、青葉会のみなさんから、マリーゴ 

ールドのなえを力ップに入れる作業を教え 

てもらって、ありがとうございました。最 

初は、あまりわからないなあと思っていた 

けど、やってみるとうまくできました。ど 

んどんできていって、ついに全部完成しま 

した。 

帰ろうと思った時、 1 つマリーゴールド 

をプレゼントしてもらいました。楽しかっ 

たですから、また僕たちに、やらせて下さい。 
× 

き れいに育て 
叫・ ト 

冷たい雨の中、 3月4日春季火災予防訓練 

が平原団地3階建てを使ってありました。田 

川地区消防署‘金田町消防団と平原地区住民 

30人の参加で、 2階付近から出火、屋上に逃 

げ遅れた人が居るという想定で行なわれまし 

た。女性消防隊による避難誘導、消火器操作 

指導から始まりけが人の救護・消火訓練・は 

しご車による救助訓練など真剣に取り組まれ 

ていました。 無 事 救 出 

0 0 



ひ
 図 書 再 考 

ライブラリー 

少女A「来ぶらりって英語のLibrary （図書館）を文字ってるとわかるけど 

再考って最高の間違いじゃん」 

少女B「最高と再考 おやじギャグだよ。きっと」 

少女A「でも、何が最高なんやか？図書室に行ってみようか。」 

少女B「うん、行ってみよう。」 

ノ ーロマノフ王家の大ダイヤモンドを、× 

近日中にちょうだいに参上する 二＋面相 ― 1 

― ゆくえ不明だった壮一君の、うれしい帰国のしら1 

せとともに、羽柴家に舞い込んだ予告状。変装自在1 

~の怪盗は、どんな姿で家宝を盗みに来るのか。老人、1 

1 青年、それとも・・・。怪盗「二十面相」と名探偵 

門智小讐初めて？警ミ今始まる！全26巻／ 
利用時間 平日9時～16時30分 

迦e ゆ8 えハぐンくざ老に 
■ 
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一
三
天
保
の
設
 

天
明
の
飢
鰹
か
ら
五
十
年
後
の
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
 

か
ら
同
七
年
に
か
け
て
、
ま
た
鶴
が
発
生
し
た
。
天
明
の
 

鶴
の
後
も
数
年
お
き
に
ひ
ど
い
天
災
で
不
虎
け
が
続
い
て
い
 

た
が
、
天
保
期
に
な
る
と
、
元
年
か
ら
は
天
候
不
順
が
続
き
、
 

同
二
年
二
一
年
・
四
年
・
五
年
・
六
年
と
毎
年
天
候
不
順
を
 

繰
り
返
し
、
そ
の
た
め
凶
作
が
続
い
て
村
々
は
毅
」
の
様
相
 

を
呈
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
天
保
七
年
の
大
凶
作
を
 

迎
え
て
、
極
限
に
達
し
た
。
こ
れ
を
天
保
の
飢
謹
と
い
う
。
 

天
保
七
年
の
庄
屋
古
文
書
に
「
こ
の
年
は
春
以
来
雨
滋
に
御
 

座
候
て
、
麦
作
不
熟
の
上
、
稲
植
付
星
依
も
矢
張
り
雨
勝
に
あ
 

り
、
田
方
に
虫
付
ー
初
秋
ま
で
雨
降
り
続
き
、
雨
痛
・
虫
痛
 

に
て
大
い
に
不
毛
」
と
か
、
六
月
十
二
日
大
雨
洪
水
、
同
十
 

九
日
に
は
稲
虫
が
発
生
し
て
、
中
広
跡
け
に
鯨
油
キ
挿
〈
用
、
七
 

月
七
・
八
日
は
大
風
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
日
和
乞
い
の
祈
祷
 

を
し
た
と
か
記
さ
れ
て
い
る
。
 

ひ
っ
ぱ
く
 

こ
の
よ
う
な
凶
死
比
机
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
財
政
の
逼
迫
 

し
た
小
A
局
藩
庁
は
着
々
と
百
姓
か
ら
の
収
査
保
”
制
を
固
め
て
 

年貢の納入の場面 

い
っ
た
。
天
保
二
年
に
は
村
有
山
林
弄
チ
？
べ
て
藩
有
山
林
に
 

改
め
、
薪
存
m
伐
っ
て
も
運
上
銀
キ
、
納
め
さ
せ
ら
れ
た
。
天
保
 

ご
う
そ
ん
ち
ょ
う
 

三
年
に
は
郷
村
帳
の
改
正
を
行
な
い
、
村
々
の
収
稚
苦
向
が
 

0
 

再
詠
り
味
さ
れ
て
ふ
や
さ
れ
、
そ
の
分
だ
け
垂
基
局
も
増
加
し
 

な
ん
じ
ゅ
う
し
ゃ
 

た
。
不
作
で
難
渋
者
が
で
る
と
、
こ
れ
に
対
し
て
僅
か
で
も
 

救
援
米
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ず
天
保
四
年
に
は
藩
か
ら
の
扶
助
 

米
が
だ
さ
れ
て
い
る
。
 

み
ず
五
ノ
ょ
う
 

天
保
五
年
に
は
水
帳
（
田
畠
台
帳
）
の
改
正
を
行
な
っ
た
。
 

百
姓
は
水
帳
改
正
に
よ
る
年
貢
増
加
を
お
そ
れ
て
、
天
保
六
 

ほ
し
い
て
な
が
 

年
に
は
田
川
郡
精
手
永
の
補
村
の
百
姓
五
十
人
程
が
訴
え
の
 

た
め
、
日
田
の
墓
府
穿
ハ
官
所
と
小
倉
表
へ
出
奔
し
た
。
大
庄
 

屋
ら
が
連
れ
戻
し
、
六
人
の
者
が
召
し
捕
ら
え
ら
れ
、
内
一
一
 

人
は
企
救
郡
萩
崎
の
牢
に
入
れ
ら
れ
た
。
ま
た
猪
膝
・
金
田
 

手
水
の
百
姓
た
ち
も
小
春
加
表
に
訴
え
の
筋
を
も
っ
て
居
村
を
 

出
発
し
た
が
、
村
役
の
者
に
途
中
で
説
得
さ
れ
て
引
き
揚
げ
 

る
な
ど
、
騒
然
と
し
た
あ
り
さ
ま
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
 

藩
政
下
の
税
率
は
、
た
て
ま
え
は
四
公
六
民
で
あ
っ
た
。
 

即
ち
収
穫
局
の
四
割
キ
税
と
し
て
藩
に
、
六
割
は
百
姓
に
与
 

え
る
の
が
た
て
ま
え
で
あ
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
税
存
仔
”
加
 

し
て
実
際
は
五
公
五
民
で
あ
っ
た
。
更
に
藩
政
・
巾
期
か
ら
は
 

じ
ょ
う
め
ん
せ
い
 

定
免
制
と
な
り
、
豊
作
の
」
m
I
」
〕
、
凶
作
の
年
も
同
じ
量
の
年
 

貢
キ
府
］
の
責
任
で
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
 

こ
ん
き
ゅ
う
 

ね
つ
け
り
ょ
う
 

っ
て
年
貢
諭
め
た
後
生
活
の
困
寧
る
者
に
は
「
鮮
料
」
 

と
い
う
名
目
で
米
や
お
金
が
藩
か
ら
貸
付
け
ら
れ
、
年
賦
で
 

し
ょ
う
か
ん
 

年
貢
の
と
き
信
遠
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
 

飢
健
が
続
い
て
頂
点
に
達
し
た
天
保
七
年
、
藩
は
再
一
だ
 

わ
た
っ
て
年
貢
の
完
納
と
「
根
“
付
料
」
の
返
溶
ぞ
百
姓
に
強
 

つ
い
き
ぐ
ん
 

要
し
た
。
築
城
郡
の
大
庄
屋
た
ち
は
目
下
の
状
況
で
割
当
を
 

い
っ
き
 

強
行
す
石
“
ば
、
一
撲
も
起
こ
り
か
ね
な
い
の
で
役
目
を
返
上
 

す
じ
ぶ
ぎ
ょ
う
 

の
ぶ
つ
か
う
 
え
 
も
 
ん
 

し
た
い
と
申
し
で
た
。
築
城
郡
筋
奉
行
の
延
塚
卯
右
衛
門
は
 

藩
庁
に
根
付
料
の
仮
済
支
払
を
延
期
す
る
よ
う
上
申
し
た
が
 

き
き
入
れ
ら
れ
ず
、
板
ば
さ
み
と
な
っ
た
卯
右
衛
門
は
つ
い
 

に
意
を
決
し
、
一
〇
〇
〇
石
に
及
ぶ
貸
付
証
文
存
焼
き
す
て
、
 

。
 

み
な
と
 

湊
に
あ
っ
た
郡
土
蔵
を
開
い
て
米
キ
売
射
民
に
ほ
ど
こ
し
た
う
 

え
、
遺
書
を
し
た
た
め
て
切
腹
し
た
。
天
保
七
年
（
一
八
二
 

六
）
十
二
月
二
日
の
こ
と
、
奉
行
五
五
歳
で
あ
っ
た
。
 

天 保 の 飢 謹 の 図 

こ
の
後
も
椎
田
手
水
の
大
庄
」
厚
稚
田
甚
右
衛
門
が
出
奔
し
 

て
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
た
り
、
楯
手
水
の
大
庄
」
嬢
伽
古
左
衛
 

門
が
倒
産
し
て
、
大
庄
屋
辞
任
に
至
っ
た
り
し
た
。
こ
の
よ
 

う
に
百
姓
か
ら
の
年
貢
を
吸
い
上
げ
る
だ
け
で
は
農
村
の
 

ひ
 
へ
 
い
 

疲
弊
を
進
め
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
小
倉
藩
で
は
 

こ
こ
さ
ん
か
た
 

国
産
方
の
役
職
を
設
け
、
荒
地
を
開
墾
し
て
新
百
姓
を
住
ま
 

わ
せ
た
り
、
企
救
郡
で
金
採
掘
を
試
み
沈
駒
、
調
郡
終
も
 

銅
の
採
掘
や
石
岸
伶
休
掘
を
盛
ん
に
し
、
菜
種
・
綿
実
・
櫨
の
 

実
の
栽
培
を
奨
励
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
 

こ
の
よ
う
に
藩
政
時
代
の
百
姓
と
般
」
は
気
象
条
件
に
よ
 

る
賓
叩
的
な
も
の
で
、
般
」
の
つ
ど
藩
か
ら
の
い
く
ば
く
か
 

の
救
済
は
な
さ
れ
た
が
、
根
本
的
な
も
の
で
は
な
く
、
百
姓
 

の
相
万
挟
助
と
白
星
何
に
よ
っ
て
困
窮
の
場
を
し
の
い
で
い
っ
 

た
先
人
た
ち
の
苦
労
存
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
 

終
 

（
寄
稿
 

福
田
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六
襲
蕊
畜
欠
郎
 

天
 国
ま
て
の
百
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浅田次郎（あさだ・じろう） 

1951年東京都生まれ。1995年に『地下鉄に乗って』 

で第16回吉川英治文学新人賞を受賞。1997年には 

『鉄道員』で第117回直木賞を受賞した。主な著書 
そうきゅう すばる ちんび 

に『蒼穿の昂』『月のしずく』『珍姫の井戸』『見知 

らぬ妻へ』『霞町物語』など。本書『天国までの百‘一、 
、」J 

マイル』は直木賞受賞後初の長編小説である。ノー 

、 / 
I 

祝日10時～16時 休館日 毎週木曜日 日
 

土
 

子育て講演会のご案内 

～子どもたちの豊かな心を育てよう～ 

子どもたちの豊かな心を育てるためには、 

本を読むことの楽しみを教えてあげることが 

大切です。テレビ、ビデオ、ファミコンなど 

が氾濫している今日、絵本の読みきかせは子 

どもに集中力と落ちつきを取りもどし、思考 

力や想像力を育てます。本の読みきかせによ 

って子どもたちは変わってきます。 

・ト 

●日時 4月14日（土） 14時～ 

●場所 浄円寺本堂（金田保育園隣） 

●講師 佐藤宗夫 

日本福祉大学講師 

日本子どもの本研究会会員 

「子どもに読書のよろこび」と 

訴え、全国で講演活動を年間200回 

をこなす。 

●講演内容 「絵本の読みきかせが育てる 

豊かな心」 

0 

」 


